














定置式では 4 ㎥の装置を受注ベースとし、設置数を連結して掛

け合わせることで自由な設計カスタマイズが可能です。

“熱分解処理装置 = 炭化再資源化” を行い、地域への還元 / 循環

を実現します。

焼却せず、熱分解炭化、資源化
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※ （株）FUKUMURA の特許以外に環境関連特許を福村猛が国内外に保有しています。




